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令和 6 年 7 月  

News Release    

       

   県下商工会と一体となり 

小規模企業の支援を行っています  

【令和 6 年 6 月期 小規模企業景気動向調査報告書】                       

本会では、県下商工会地区内小規模企業の景気を把握するため、商工会の経営指導員に協力依

頼し、小規模企業景気動向調査を毎月実施しています。 

このたび令和 6 年 6 月期の調査結果がまとまりましたので報告します。 

１ 調 査 概 要 

（１）調 査 時 点 令和 6 年 6 月 30 日 

（２）調 査 対 象 県下 35 商工会（うち 34 商工会より回答）【回収率 97.1％】 

（３）調査対象業種 製造業（食料品・繊維工業・機械金属）、建設業、小売業（衣料品・ 

          食料品・耐久消費財）、サービス業（旅館・洗濯・理美容）の 10 業種 

（４）調 査 方 法 商工会の経営指導員に対するアンケート方式 

（５）集 計 方 法 質問項目(業況､売上､仕入単価､採算､資金繰り)の｢好転･増加･上昇｣ 

         とする数値からそれぞれ「悪化・減少・低下」とする数値を引いた値 

 

２ 概 要 （トピックス）  

【多くの業種で物価高騰に歯止めがかからず、価格転嫁にも格差が見られる中で中小・小規

模事業者の先行き不安は続いている】 

産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は-19.1（前月-17.4、前年同月—15.5）で、

前月比 1.7pt 悪化した。円安の進行により資材価格高騰に改善は見られず、価格転嫁について

も業種間の格差が大きくなる中、建設業等昨年よりも景況の悪化を感じる事業者も多い。 

 

【製造業】  

業況は-14.7（前月-17.6、前年同月—14.7）と前月に比べ 2.9p 改善した。自動車関連業では一部に

大手メーカーの認証不正問題の影響が見られるものの、元請との取引条件の適正化が進んだ事業者

もある等、改善の動きも出始めている。 

【建設業】 

業況は-32.3（前月-23.6、前年同月-8.8）と前月に比べ 8.7pt 悪化した。資材価格高騰への危機感

は強く、新築住宅や公共事業の長期低迷もあり業況悪化の声が多数挙がっている。 

【小売業】  

業況は-24.5（前月-22.5、前年同月-24.6）と前月に比べ 2.0pｔ悪化した。活発な旅行支出等への反

動として消費者の節約傾向が見られ、客単価や来店頻度の低下に苦慮している。 

【サービス業】  

業況は-4.8（前月-5.9、前年同月-13.7）と前月に比べ 1.1pt 改善した。一部ではＧＷや浜名湖花

博等の反動も見られるものの、全体としては活発な人流が底支えしており、景況感に大きな下振れは

見られなかった。 

 

３ 本調査に関する問合せ 静岡県商工会連合会  産業振興課℡054-255-9811〔担当：名波・片平〕  
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＜経営指導員コメント抜粋＞  
【製造業】（食料品製造業・繊維工業・機械金属業）  

・ダイハツ問題は落ち着きを見せ始めており、影響も前月の半分程度となっている。（伊豆） 
・一部業種では、取引条件改善を発注元企業が受け入れるようになったとの声もあり、下請取引

適正化に向けて発注企業の意識が変化しつつある模様である。（富士駿東） 

・地場産業である桜海老関連の水産加工業者については、漁獲量も一時期より安定してきて

おり取扱高は増加している。（中部） 

・自動車部品製造業で、大手メーカーの認証不正問題で受注が１割減った。原材料費は高止

まりで推移し、今後の電気料金の増加がどの程度か不安としてある。（中東遠） 

・繊維工業では祭り等イベントが増えたため、受注も増加している様子である。（西遠） 

【建設業】  

・建築資材等の価格が更に上昇し始め、厳しいとの声が増えている。（伊豆） 

・梅雨に入り現場での仕事が不安定である。また、受注に変動があるので正規社員の雇用が

難しいとの声もある。（富士駿東） 

・人手不足や労働環境の改善が課題となっている。加えて、金属類の材料不足により工事の

進捗が滞る先も出てきている。（中部） 

・公共事業の予算が大幅に削られており、この先３年売上の減少が予想されている。（中東遠） 

・資材の高騰により新築の着工件数が減っている。特に鉄骨は値上げ幅が大きく、厳しい状

況にある。（西遠） 

【小売業】（衣料品小売業・食料品小売業・耐久消費財小売業）  

・婦人・子供衣料類は地域商品券などの効果もあり、若干売上が増加傾向にある。（伊豆） 

・消費者側も物価の高騰により買い控えの傾向がみられ、客単価や来店頻度の低下の声が聞

かれる。（富士駿東） 

・耐久消費財では仕入単価は上昇も、売価は上げることが難しく課題となっている。（中部） 

・外食産業や旅行産業が好調であるのに対し、日々の生活品への財布の紐が硬くなっている。

物価高騰に応じて値上げしていても、売上が上がってこない。（中東遠） 

・地域のスーパーがことごとく廃業し、野菜を販売しているお店が無くなったことから、こ

の程精肉店が近隣農家等と協力し地元野菜の販売を開始することとなった。（西遠） 

【サービス業】（旅館業・洗濯業・理美容業）  

・洗濯業では電気料金補助があってもコスト負担が大きく、厳しい状況である。（伊豆） 

・観光客は昨年比増となっており、アジア系を中心に外国人観光客の姿も見かける。しかし、

客単価は減少傾向にある。（富士駿東） 

・理美容業では式典が増加傾向にあるため、それに伴う需要が増加している。（中部） 

・理美容業で脱毛など新事業を取り入れる流れがある。売上に反映されるまでには時間が掛

かるが、サービス内容を多様化して顧客獲得につなげたい。（中東遠） 

・浜名湖花博による特需で賑わっていたが、終了後はその反動もあってか、売上が落ち込ん

でいる。（西遠） 

R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4 R6.5 R6.6

DI値（製造業） -14.7 -18.6 -14.7 -13.7 -16.7 -17.6 -13.7 -15.7 -15.7 -15.7 -15.6 -17.6 -14.7

DI値（建設業） -8.8 -11.7 -5.9 -14.7 -14.7 -20.6 -20.6 -26.5 -29.4 -26.5 -17.6 -23.6 -32.3

DI値（小売業） -24.6 -20.6 -20.6 -19.6 -20.6 -26.5 -22.5 -24.5 -17.6 -15.7 -28.4 -22.5 -24.5

DI値（サービス業） -13.7 -9.8 -11.8 -11.8 -11.7 -14.7 -10.8 -12.7 -1.0 -3.9 -2.9 -5.9 -4.8

DI値（全業種平均） -15.5 -15.2 -13.3 -15.0 -15.9 -19.9 -16.9 -19.9 -15.9 -15.5 -16.2 -17.4 -19.1
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＜令和 6 年 6 月期 業種別業況 DI 推移表＞
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金融・雇用相談実績月次報告（令和 6 年 6 月期） 
内容別内訳 

(※１件の相談で複数の対応をした場合はそれぞれにカウント) 
今月 前月 前月比 

【相談企業数】 67 71 -4 

【金融相談件数】 75 73 2 

 新規融資（借換えを除く） 40 48 -8 

 既存債務の借換え 29 17 12 

 借入れ条件変更 0 2 -2 

 消費者金融・商工ロ－ン関連 0 0 0 

 貸し渋り・貸し剥がし 0 0 0 

 その他 6 6 0 

【雇用相談件数】 207 266 -59 

 

 

 

 

R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 R6.4 R6.5 R6.6
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【金融相談】 

金融相談件数は 75 件と前月（73 件）に比べ 2 件増加した。コロナ関連融資制度の改正があった

ものの、新規・既存融資ともに幅広い相談に対応した。 

 

＜経営指導員コメント＞  

・コロナ関係の融資制度が終了となる予定だったため、若干駆け込み相談が見られた。（伊豆） 

・開業に伴う新規融資相談の他、既存債務の借換や繰上返済の相談に対応した。（富士駿東） 

・マル経融資の対象外となる運転資金相談があり、1 日公庫相談会を提案した。（中部） 

・創業後１年未満の事業者（サービス業）より追加融資相談あり。公庫担当を交えて既存借

入の状況確認と今後の事業計画について指導した。（中東遠） 

・老朽化のみならず、新しいものを取り入れ、他との差別化を図る設備投資の相談が増えて

きた。（西遠） 

 

【雇用相談】 

雇用相談件数は、207 件と前月（266 件）に比べ 59 件減少した。引き続き人材確保に係る相談が

多く、中小・小規模事業者の中でも人材の確保状況に格差が拡がっている。 

 

＜経営指導員コメント＞  

・建設業では人手不足に改善が見られず、新規雇用の需要が多い。（伊豆） 

・特に若手については求人を出しても厳しく、なかなか集まらない。（富士駿東） 

・人材確保等支援助成金（設備改善等支援コース）の申請手続きについて相談を受け、対応

した。（中部） 

・雇用保険資格取得、喪失手続きの他、労働保険料滞納事業者への対応を行った。（中東遠） 

・業績好調や新分野の開始で人の雇用を開始したところもあれば、人の募集をかけているが

全く応募が来ない会社もあり、人の確保についても格差が出てきている。（西遠） 

 

【その他商工会管内に関するコメント】  

・6/9（日）に「第 43 回河津寄って軽トラ市」が開催された。新規 3 店舗を含む 26 店舗が出

店し、賑わいを見せた。（河津町） 

・6/15（土）、16（日）に 東海汽船の臨時航路として、初めて東京-松崎新港往復の船便「伊

豆松崎⇔東京直行便 特別クルーズ」が就航した。200 名の募集であったが多くの反響があ

り、2～3 日で完売した。（西伊豆町） 

・5 月から 7 月にかけて、旅館組合の事業である「とびうおすくい」を開催中。悪天候で中止

になる場合もあるが、定数を上回る参加も複数回あった。（伊豆市） 

・6/16（日）に「第 8 回ホタルまつり in 清水町」が清水町卸団地にて開催された。商工会も

主催であるゆうすい商店会のサポートを行い、ステージイベント等も実施された。（清水町） 

・6/9（日）に「令和 6 年度由比桜えび祭り」が開催された。生桜えびやかき揚げ等の販売も

あり、多くの来場客があった。（静岡市清水） 

・8/10（土）に駅南商店街通りで「夜店市」を開催する予定であり、準備を進めた。商工会員

等による出店や、打ち上げ花火、ステージイベント等を実施する計画である。（菊川市） 

・6/16（日）に、「森のＫトラ市」を開催した。（森町） 

・6/9（日）に新居町商工会青年部が主催する、子どもたちの職業体験イベント「新居アンス」

が行われた。第４回目となった今回は小雨模様となったが、159 人の子どもたちが雇用契約

を結んで、お仕事体験をしてくれた。（新居町） 


